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研究成果の概要（和文）：本研究は、製造企業に対するアンケート調査を通じて定量的データを収集し、それを
多変量解析することによって、海外市場においてデュアル・チャネルが選択される条件を特定することに成功し
た。具体的には、市場志向能力や組織文化という企業特性がデュアル・チャネル選択に影響を及ぼす一方で、市
場変動性や文化的差異という環境特性が、そうした影響の大小を左右するということを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：By collecting quantitative data through a questionnaire survey of 
manufacturing firms and conducting a multivariate analysis of the data, this study succeeded in 
identifying the conditions under which dual channels are selected in international markets. 
Specifically, this study found that firm characteristics such as market orientation and 
organizational culture influence dual channel selection, while environmental characteristics such as
 market turbulence and cultural differences affect the degree of such influence.

研究分野：マーケティング

キーワード： 流通　国際マーケティング　マーケティング・チャネル　マルチ・チャネル　海外輸出　国際流通　市
場志向　参入形態
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究において、いくつかの製造企業は、国内市場においてデュアル・チャネルを選択するということが示さ
れてきた。それに対して、海外市場において、製造企業がデュアル・チャネルを選択するのか否かについて検討
し、実証的な知見を提示した研究は、ほとんど存在していない。本研究は、我が国の製造企業は、海外市場にお
いて、しばしばデュアル・チャネルを選択するということを、市場志向や組織文化の観点から明らかにした。こ
うした新たな研究知見を提示することによって、本研究は、マーケティング・チャネル研究や国際マーケティン
グ研究の進展に対して、一定の貢献を成していると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 海外に製品を輸出する際に、いくつかの製造企業は、直接チャネルと間接チャネルの双方、す
なわち、デュアル・チャネルを使用している。デュアル・チャネルに関する大半の研究は、国内
市場におけるデュアル・チャネルの選択に焦点を合わせており、海外市場におけるデュアル・チ
ャネルの選択に焦点を合わせた研究は、国内外を見渡しても、ほとんど存在していない。グロー
バル化が進む昨今、日本の製造企業にとっては、海外市場での成功がますます重要になっている
ということに鑑みると、海外市場におけるデュアル・チャネル現象の解明に取り組むことは必要
不可欠である。 

 

２．研究の目的 

 上述した研究開始当初の学術的な背景を踏まえて、本研究は、海外市場におけるデュアル・チ
ャネル選択の規定要因を探究することを目的とする。具体的には、情報収集能力としての市場志
向能力が、デュアル・チャネルの選択にどのような影響を及ぼすのかを検討すると共に、市場要
因としての文化的差異が、市場志向能力の効果をどのように調整するのかを検討する。理論的な
フレームワークとして、市場志向能力は、経済学ベースの資源ベース理論に基づいている一方で、
文化的差異は、社会学ベースの制度論に基づいている。それゆえ、双方の理論的アプローチを用
いることで、デュアル・チャネル選択に関する新たな規定要因を探究する。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、これらの企業内外に存在する要因の影響を実証的に検討する。具体的には、日本
の製造企業を対象とした大規模なアンケート調査と多変量解析を行うことで、定量的な検討を
行う。特に、近年では、コモンメソッドバイアス、情報提供者のコンピテンシー、内生性といっ
た実証分析の手続きに関して、優れた対処方法が、欧米の研究を中心に開発されている。そこで、
本研究では、こうした分析手続きにも注意を払いながら、可能な限り、緻密なデータ収集を行い、
経験的な知見を見出すことを目指す。 
 
４．研究成果 
（1）国内市場におけるデュアル・チャネルの選択 
海外市場におけるデュアル・チャネル選択の規定要因を探るという本研究の目的に取り組む

のに先立って、予備的な分析として、国内市場におけるデュアル・チャネル選択の規定要因を実
証的に検討した。先行研究によって、国内市場において、製造企業がデュアル・チャネルを選択
するということは示されているため、まずは国内市場を対象とした実証分析を行うことによっ
て、その後、海外市場を対象とした実証分析に首尾よく移行しやすくなると考えられる。国内市
場におけるサーベイデータを分析することで、市場志向能力と密接に関連している、企業の情報
収集能力が、デュアル・チャネルの選択を促すということを見出した。さらに、最終顧客の将来
的な行動を予測することが非常に困難であるような、変動的な市場環境においては、デュアル・
チャネルを使用することによる情報収集能力の活用効果が重視されると考えられる。そのため、
企業は、デュアル・チャネルを選択しやすくなるということも明らかにされた。この研究成果を
取り纏めた論文は、査読を経て国際学術誌である Marketing Intelligence & Planning に掲載される
に至った。 

  
（2）海外市場におけるデュアル・チャネルの選択と資源活用 
独立チャネルだけではなく、統合チャネルも使用する、すなわち、デュアル・チャネルを使用

するケースは、独立チャネルのみを使用するケースと比較して、流通業者の経営資源活用効果が
異なるのか否かということを検討した。具体的には、デュアル・チャネル企業は、独立チャネル
企業に比べて、流通業者の管理にコミットせずに、自力で流通活動に従事しているため、流通業
者の能力や流通業者の利用可能性を、首尾よく活用できないのではないかということを吟味し
た。海外市場に輸出を行っている製造業から収集されたサーベイデータを分析した結果、デュア
ル・チャネルを選択することによって、流通業者の能力が販売成果に及ぼす影響を弱め、流通業
者の利用可能性がコスト削減に及ぼす影響も弱めるということが明らかにされた。さらに興味
深いことに、制度的な差異が大きいケースにおいては、流通業者の能力が販売成果に対して負の
影響を及ぼすということが見出された。これは、高い能力をもつ流通業者は、情報の非対称性を
利用して、機会主義的に行動するからかもしれない。しかしながら、独立チャネルのみを用いて
いる製造企業は、流通業者を管理するケイパビリティも高いため、そうした機会主義的に行動す
る可能性のある流通業者を首尾よく管理することができるため、流通業者能力と販売成果の負
の関係を和らげることができる。この研究成果を取り纏めた論文は、査読を経て国際学術誌であ
る International Marketing Review に掲載されるに至った。 

 
 



（3）海外市場におけるデュアル・チャネルの選択の規定要因 
海外市場における流通チャネル研究をレビューすることによって、デュアル・チャネルの選択

を説明するためには、企業の内部特性として、市場志向能力に着目するべきであると判断された。
そこで、海外市場におけるチャネル構造に関するサーベイデータを分析することで、次の 2点の
知見を得ることができた。第 1に、高水準の市場志向能力を有する企業は、予想に反して、デュ
アル・チャネルを選択しない傾向にある。確かに、デュアル・チャネルは、企業に対して、情報
源の多様化という便益をもたらす可能性がある。しかしながら、市場志向能力が高い企業は、そ
のような多様な情報源を持たずして、海外進出先国の情報を首尾よく収集することができる。そ
れゆえ、わざわざ、コストの掛かるデュアル・チャネルを用いる必要は無いのであろう。第 2の
知見として、文化的に離れた国においては、高水準の市場志向能力を有する企業がデュアル・チ
ャネルを避けるという傾向は弱まり、そうした企業が、デュアル・チャネルを選択する可能性は
高まる。これが示唆しているのは、例え市場志向能力が高い企業であったとしても、文化的に異
なる国においては、顧客の考え方や価値観、競合他社の行動、および、ビジネス慣習や法的規則
の点において障壁を感じる傾向にあり、そうした障壁を乗り越えるためには、デュアル・チャネ
ルを用いて、情報源の多様化を図り、進出先国について幅広く情報を収集しようとする、という
ことである。この研究成果を取り纏めた論文は、国際学会である Global Marketing Conference に
て報告された後、査読を経て国際学術雑誌 International Journal of Marketing & Distribution に掲載
されるに至った。 
 
（4）海外市場におけるデュアル・独立チャネルの選択 
 デュアル・チャネルは、同じ流通段階において、独立チャネルメンバーに加えて、自社保有の
チャネルを加える戦略であるが、特定の独立チャネルメンバーに加えて、別の独立チャネルメン
バーを加えるというデュアル・独立チャネルを企業が採ることもできる。これは、チャネルの高
密度化戦略とも呼ばれる。こうしたタイプのデュアル・チャネル選択は、これまで検討してきた
デュアル・チャネル選択の要因とは異なるのだろうか、という新たに浮上した問いにも取り組ん
だ。デュアル・チャネルは、情報処理能力の観点から、能力に適したチャネルが構築されるのに
対して、デュアル・独立チャネルは、製造企業の組織文化によって決定されると考え、これに関
するデータ収集と実証分析が行われた。その結果、集団主義的な価値観をもつ企業は、現在の独
立チャネルメンバーを重視するため、デュアル化を行わない一方、現在や将来の不確実性を回避
する文化をもつ企業は、リスク回避のためにデュアル化するということが明らかにされた。この
研究成果を取り纏めた論文は、日本商業学会関西部会をはじめとする国内学会にて報告された
後、査読を経て国際学術雑誌 Asia Pacific Journal of Marketing and Logistics に掲載されるに至っ
た。 
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